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「楽しみ」の法則
～主体性が楽しみを育み

楽しいところに人は集まる～

　戦前の日本の物理学者であり、随筆家であっ
た寺田寅彦氏の言葉の中に、こんな一節があ
ります。
　「興味があるからやるというよりは、やるから
興味ができる場合がどうも多いようである」――。
なるほど、と私も思わず口元で唸ったところ
であります。
　世の中には無数の事柄があって、それら一つ
ひとつについて、何が面白く、何が面白くないか、
などということは、到底把握できるものではあり
ません。今自分の前にあるものは、世の中からす
れば、極々狭い範囲の中での比較にしかすぎず、
これが全てだなどと言うことはできません。
　もしかしたら、自分の知らないもっと別の分
野についても、一歩踏み込んでみた時、今以上
に興味の持てることがあるかも知れません。
　いずれにしても、楽しみは多い方が良いと思
いますし、いろんなことに興味を持つことは、
素晴らしいことだと思います。
　また、いくつになっても新しいことに挑戦し、
新たな発見に一喜一憂する、そんな人間味あふ
れた、真に躍動感のある生き方に惹きつけられ
ることが多々あります。なぜなら、そこには自
分で自分の人生を切り拓いていこうとする、主
体的な人間の強さがあるからです。
　ただじっとそこに立ち止まり、誰かが声をか
けてくれるのを待っているのではなく、自ら歩
き出し、扉を開けて前に進んでいく。そんなメッ
セージが前述の言葉には込められているように
思います。
　何事にも前向きにやってみることで、興味が
できる。そして、自分が楽しむことにより、よ
り多くの人々にその楽しさを伝えることができ
る。そして、そんな楽しいところに人は集まっ
てくるのです。

町長歳時記　
Pick Up News
　今年度より国民健康保険の税率が変わります
特集
　みんなで行ぐべ！ 町長と語ろう
町政スポット
　・井澤壽一氏が黄綬褒章を受章
　・第１回 学校運営協議会を実施
　・空気の大切さを考えるセミナーを実施
　・朝日中学校１年生「朝日探究の日」
６月５日は朝日町空気の日
まちレポ
　・町小学校陸上競技記録会
　・西村山中学校駅伝競走大会
　・水本「菜の花観写祭 10」　ほか
住人十色
それいけ協力隊とウサヒ、町立図書館コーナー
健康あさひるばんざい、朝日町エコミュージアム
サテライト散策
戸籍のまど、となりのリンゴさん、横断指導線を整備しました
第 47 回　町消防操法審査会
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目次 ◎ CONTENTS 　　町長歳時記　（142）

　６月２日に行われた西五百川小学校の校内すもう大会。東西
大接戦の取り組みの大一番、両軍の横綱が激突する瞬間の１枚
です。同校の校庭には本格的な盛り土の土俵があり、このすも
う大会も昭和 30 年代から続く伝統行事。地域の皆さんが中心
となって子どもたちの指導に当たり、学校だけでなく地域に根
付いた大切な催しとなっています。（14 頁に詳細記事）

　表紙の写真

今月の注目情報Pick Up News

○ 4 月から国民健康保険制度の運営（財政）が都道府
県単位に広域化されたことに伴い（※１）、町では今年
度から、国保税の税率を右表のとおり改正します

　国保税率の改正は平成27年度以来３年ぶり。今回の主
な改正内容は、国保税の算定方法が従来の４方式から３
方式に変更となった点です（右表参照）。税額としては、
昨年度の国保税額に対して、総額で約30％の引き下げと
なります（※２）。町では今後も制度の動向について注視
し、必要に応じて税率の改正を行ってまいりますので、
ご理解をお願いします。
　また、国保税は国民健康保険特別会計を支える大切な財
源です。納期限までの納付にご協力をお願いいたします。

（※１）�運営広域化の経緯や詳細については、４月２日に全戸配布の
「みんなの国保第72号」でお知らせしています。

（※２）国保税額は、世帯での加入者数や所得金額によって異なります。

国民健康保険の税率が変わります今年度から

○国保税は、加入者全員が負担する「医療分」と「後期高齢者支援金分」、40 ～ 64 歳までの加入者が負担する「介護納付金」に区分されます
　▶医療分…医療費や健康づくりの事業を賄うもの　▶後期高齢者支援金分…後期高齢者の医療に係る費用を支援するもの
　▶介護納付金分…40 ～ 64 歳までの加入者が介護保険の第 2 号被保険者となり、介護納付金の納付に要する費用を負担するもの

医療分 後期高齢者
支援金分 介護納付金分

所得割 7.0％ 2.3％ 1.9％
資産割 20.0％ 8.5％ 7.1％
均等割 24,500 円 8,200 円 9,000 円
平等割 22,000 円 7,400 円 6,000 円

医療分 後期高齢者
支援金分 介護納付金分

所得割 4.5％ 2.1％ 1.7％
資産割 0.0％ 0.0％ 0.0％
均等割 18,000 円 8,200 円 9,500 円
平等割 13,000 円 6,300 円 4,500 円

賦課限度額 改正後 改正前
医療分 58 万円 54 万円

後期高齢者支援金分 19 万円 19 万円
介護納付金分 16 万円 16 万円

合　計 93 万円 89 万円

７割軽減世帯 （所得）33 万円以下の世帯
５割軽減世帯 33 万円 ＋（27.5 万円×加入者数）以下の世帯
２割軽減世帯 33 万円 ＋（50 万円×加入者数）以下の世帯

【改正前】…４方式

【その他の改正】

【改正後】…３方式

○国保税賦課限度額が改正されました ○所得の少ない世帯への軽減措置が拡大されました

※山形県国民健康保険運営方針により、今年度から「資産割」
　を除いた３方式（所得・均等・平等割）での算定に変更。

※「医療分」について上限変更。「後期高齢者支援金分」
　と「介護納付金分」については変更ありません。

※世帯主とその世帯の加入者の所得により、「均等割」「平等割」について
　７割・５割・２割の軽減措置があります。
※今回の改正で５割・２割の軽減に該当する世帯の算定式が変わり（緑文
　字部分が５割…5,000 円増、２割…1万円増）、軽減措置が拡大されます。

▶問合せ先　健康福祉課 保険給付係　☎０２３７- ６７- ２１３２

改
正
後
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車
座
に
な
っ
て
、
町
の
未
来
を
語
り
合
う
座
談
会

「
町
長
と
語
ろ
う
」

今
年
も
５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
「
今
年
も
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
た
だ

い
で
、
あ
り
が
と
様
な
っ
す
」

　
５
月
25
日
、
今
年
第
１
回
目
と
な
る

「
町
長
と
語
ろ
う
」
が
下
芦
沢
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
み
ん
な
車
座
。
会

は
鈴
木
浩
幸
町
長
の
あ
い
さ
つ
を
皮
切

り
に
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
ん
で
い

き
ま
す
。当
日
参
加
し
た
同
区
民
は
12
人
。

話
題
は
今
年
度
の
開
催
テ
ー
マ
「
第
６
次

朝
日
町
総
合
発
展
計
画
」
を
ベ
ー
ス
に
、

「
子
育
て
支
援
」「
空
き
家
対
策
」「
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
（
公
共
交
通
）」「
地
域
振

興
計
画
」
な
ど
多
岐
に
渡
り
、
そ
の
一
つ

ひ
と
つ
に
町
長
が
回
答
し
て
い
き
ま
す
。

お
茶
の
み
話
の
雰
囲
気
で

　
特
に
、
昨
年
度
複
数
回
に
渡
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
今
年
３
月
に
他
の

地
区
に
先
駆
け
て
独
自
の
振
興
計
画
を
策

定
し
た
下
芦
沢
区
。
地
域
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
な
る
皆
さ
ん
の
活
動
に
、
進
行
役
の

町
長
も
興
味
津
々
で
聞
き
入
り
ま
す
。

　
「
計
画
づ
く
り
を
通
し
て
町
職
員
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
幾
度
も
議
論
を
重
ね
、
自

分
た
ち
の
役
割
や
こ
の
土
地
の
魅
力
を
見

つ
め
直
す
良
い
機
会
に
な
っ
た
。
明
る
い

こ
と
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
が
、
将
来
の
下
芦

沢
区
に
つ
い
て
前
向
き
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
岡
崎
兼
一
区
長
。
鈴
木
町
長

は
そ
の
言
葉
に
勇
気
付
け
ら
れ
た
と
語

り
、「
地
域
づ
く
り
の
主
体
は
町
民
の
皆

さ
ん
。
そ
の
基
本
を
改
め
て
教
え
て
い
た

だ
い
た
」と
笑
顔
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

に
加
え
、「
行
政
と
地
域
と
の
距
離
を
縮

め
、
絆
を
深
め
た
い
」
と
い
う
町
長
た
っ

て
の
思
い
か
ら
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
当
座
談
会
は
、
町
政
に
つ
い
て
町
長
に

直
接
提
言
で
き
る
大
変
貴
重
な
機
会
で

す
。
ま
た
、
出
た
ご
意
見
は
町
職
員
が
取

り
ま
と
め
、
関
係
各
課
で
共
有
し
、
各
施

策
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
「
生
の
声
」
を
町
政
へ

　
環
境
や
特
色
、
抱
え
る
課
題
も
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
55
区
。
町
と
し
て
こ
れ
ら

集
落
の
現
状
を
知
り
、
地
域
づ
く
り
へ

の
提
案
や
課
題
を
住
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
実
現
・
解
決
す
る
た
め
に
は
、
い
か

に
し
て
現
地
の
「
生
の
声
」
を
汲
み
取

る
か
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
「
町
長
と
語
ろ
う
」
は
、
前
述
の
目
的

　
町
長
自
ら
が
町
内
全
地
区
（
55
集
落
）
を
訪
問
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
語
り
合
う
「
町
長
と
語
ろ
う
」。
平
成
17
年
６
月
よ
り
毎
年
欠
か

さ
ず
行
わ
れ
て
お
り
、
町
職
員
が
地
域
に
入
る
き
っ
か
け
や
、
よ
り
地
域
の
実
情

に
沿
っ
た
町
政
を
実
現
す
る
た
め
に
も
貴
重
な
広
聴
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
運
営
の
流
れ
や
過
去
の
実
施
実
績
な
ど
を
ふ
り
返
る
と
と
も
に
、

当
座
談
会
の
根
幹
に
あ
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
政
策
推
進
課 

地
域
情
報
係　
☎
０
２
３
７
‐
６
７
‐
２
１
１
２

今年度第１回目の座　　談会の様子
（５月 25日／下芦沢　　公民館）

町長と語ろう ～実施の流れ～

１①�地域派遣職員（※次頁で詳細）が区長さんおよ
び町長と相談のうえ、開催日程等を調整します

各区担当の町職員が、「開催テーマ」「開催日時」「会場」
「当日の運営」「集客方法（チラシの作成）」などについて、
区長さんに直接相談・調整・連絡を行います。

３③「町長と語ろう」を開催します

各区公民館などを会場に開催し、当日は町長と地
域派遣職員が伺います。進行は町長、記録は職員
が担当します。
※座談会は皆さんと町長との対話形式となります。
※当日その場で回答ができなかったものは、持ち
　帰り後日回答書でお返しします。

４④�派遣職員が当日の記録をまとめて関係各課へ
回覧し、「議事録および回答書」を作成します

随行職員が記録をまとめ、担当各課へ回覧します。
当日回答できなかったものについては、担当課と
協議し「議事録および回答書」を作成します。

５⑤議事録および回答書を区長さんへお届け
　します（開催後１カ月以内を目標）

議事録および回答書は、区長さんへ文書で送付し
ます。通常10 部を用意しますが、さらに部数が必
要な場合は、当座談会事務局の「政策推進課（☎
６７-２１１２）」までご連絡ください。

２②開催日程に合わせて案内チラシを配布します

チラシの作成は地域派遣職員が行い、配布につい
ては、開催日最寄りの町の文書配布日（１・16 日）
に合わせて、区長さんが行います。

　　特集　みんなで行ぐべ！「町長と語ろう」

　
就
任
当
初
よ
り
実
施
す
る
当
座

談
会
の
趣
旨
や
思
い
に
つ
い
て
、

鈴
木
浩
幸
町
長
に
聞
き
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は
「
顔
と
顔
を
合
わ

せ
、
み
ん
な
が
同
じ
方
向
（
目
標
）
を
見
な

が
ら
語
り
合
う
こ
と
」
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
町
は
各
々
の
地
域
が
あ
っ
て
は
じ
め
て

成
り
立
つ
も
の
で
す
。
地
域
の
元
気
が
町
全

体
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
町
内
各
区
そ
れ
ぞ
れ
の
風
土
や

空
気
感
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、
直
接
住
民
の

皆
さ
ん
と
自
由
に
語
り
合
え
る
場
を
設
け
た

い
と
企
画
し
た
の
が
当
座
談
会
で
す
。

　
一
番
は
、地
域
と
行
政
と
の
距
離
を
縮
め
、

信
頼
と
絆
を
深
め
る
た
め
で
す
。

　
私
や
町
職
員
が
「
毎
年
必
ず
全
て
の
地
域

へ
足
を
運
び
」「
思
い
を
汲
み
」「
行
動
を
起

こ
す
」
こ
と
。
こ
れ
こ
そ
が
目
に
見
え
な
い

「
絆
」や「
心
の
つ
な
が
り
」を
表
す
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
開
催
に
際
し
て
、
毎
年
区
長
さ
ん
を
は

じ
め
、
各
区
民
の
皆
さ
ん
に
多
大
な
ご
協

力
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
皆

さ
ん
と
膝
を
交
え
て
語
り
合
い
、
朗
ら
か

な
笑
顔
が
見
ら
れ
る
こ
の
時
間
は
、
私
の

楽
し
み
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
楽
し
く
、

こ
の
朝
日
町
に
暮
ら
し
て
良
か
っ
た
と
思

え
る
地
域
を
一
緒
に
築
い
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。
私
も
そ
の
た
め
に
で
き
る
限
り

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ｑ 「
町
長
と
語
ろ
う
」
の
開
催
趣
旨
は

Ｑ 

全
55
集
落
を
訪
問
す
る
こ
だ
わ
り
は
？

Ｑ 

地
域
の
皆
さ
ん
に
望
む
こ
と
は
？

「
町
長
と
語
ろ
う
」
へ
の
思
い

みんなで
行ぐべ！
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ＤＡＴＡ ～過去の実施状況～
◆世帯数に対する
　参加者数の割合の推移

◆意見の内訳（昨年度実施分／ 189 件）

◆参加者の男女の比率
「女性の声を町政に届けよう！」が
テーマだったため、男女比が逆転

　昨年度は「10 年後の朝日
町を語ろう」をテーマに実施。
町内全地区で世帯の約 31％

（４月１日現在の世帯数に対
する割合）となる 691 人が
参加しています。
　また、参加者のうち女性
の割合は約 24％、おおむね
50 歳未満の方の割合は８％
という結果でした。

対
応
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

　
当
座
談
会
で
出
た
意
見
や
要
望
等
は

全
て
記
録
し
、
関
係
各
課
で
回
覧
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、回
答
を
含
め
た
「
議
事
録
」

を
、
概
ね
１
カ
月
以
内
に
区
長
さ
ん
へ

送
付
し
ま
す
（
急
ぎ
の
案
件
は
２
週
間

以
内
に
回
答
）。
ま
た
、
か
か
る
時
間
や

金
額
の
大
き
な
も
の
は
補
正
予
算
、
ま

た
は
次
年
度
以
降
の
予
算
に
計
上
す
る

な
ど
し
て
対
応
を
進
め
て
い
ま
す
。

町
民
の
意
見
を
施
策
に
反
映

　
昨
年
度
の
意
見
か
ら
こ
の
度
予
算
化
さ

れ
た
主
な
事
業
と
し
て
は
、「
Ａｓ
ａ
ｈ
ｉ

自
然
観
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
」

「
町
道
一
本
松
線
を
は
じ
め
と
し
た
町
道

の
新
設
改
良
」「
寒
河
江
・
朝
日
町
間
直

行
バ
ス
の
運
行
」
な
ど
。
ハ
ー
ド
面
で
の

支
援
が
目
立
ち
ま
す
が
、
ソ
フ
ト
面
で
は

「
空
家
除
去
支
援
事
業
（
撤
去
費
用
へ
の

助
成
）
の
新
設
」「
町
広
報
誌
地
域
イ
ベ

ン
ト
ペ
ー
ジ
の
カ
ラ
ー
化
」「
集
落
の
自

治
活
動
等
に
対
す
る
交
付
金
規
約
を
使

い
や
す
く
改
訂
」す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
以
外
の
話
題
も
歓
迎

　
「
町
長
と
語
ろ
う
」
は
、
よ
り
具
体
的

な
ご
意
見
を
得
る
た
め
に
毎
年
テ
ー
マ
を

変
え
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん

そ
れ
以
外
の
話
題
も
歓
迎
で
す
。
実
際
に

昨
年
も
左
表
の
と
お
り
、
様
々
な
意
見
が

出
て
い
ま
す
。

　

座
談
会
は
町
長
と
の
対
話
形
式
で
行

わ
れ
、
誰
で
も
自
由
に
発
言
し
や
す
い
場

づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
世
間
話
の

よ
う
に
気
安
く
、
日
常
生
活
で
の
気
付
き

や
困
り
ご
と
、
疑
問
や
質
問
な
ど
の
「
本

音
」
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
は
、
と
も
に
地
域
づ
く
り
を
行
う

仲
間
と
し
て
、「
私
は
こ
う
し
た
い
」「
や
っ

て
み
た
い
」
と
い
う
企
画
や
提
案
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
そ
の
「
一
声
」

が
町
の
新
た
な
施
策
を
生
み
、
多
く
の

町
民
に
と
っ
て
、
よ
り
良
い
未
来
を
築
く

き
っ
か
け
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
町
は
「
地
域
力
の
向
上
」
に
貢
献
す
る

人
材
育
成
お
よ
び
、
職
員
の
知
識
や
技
術
、

町
役
場
の
様
々
な
事
務
機
能
等
を
地
域
が

活
用
で
き
る
流
れ
を
つ
く
る
た
め
、
次
の

こ
と
に
取
り
組
む
。

町
職
員
は
、
担
当
す
る
事
務
や
事
業
の

企
画
、
実
践
を
通
し
て
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

町
職
員
は
住
民
と
の
交
流
等
を
通
し

て
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な
情
報
を
収

集
す
る
。
ま
た
、
課
題
を
探
り
、
様
々

な
事
務
や
事
業
に
つ
な
げ
る
等
の
経
験

値
の
向
上
に
努
め
る
。

地
域
が
自
ら
取
り
組
む
課
題
解
決
策

の
具
体
化
お
よ
び
目
標
実
現
の
可
能

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
地
域
が
必
要

と
す
る
分
野
の
町
職
員
を
、
現
地
や
企

画
立
案
の
場
に
派
遣
す
る
。

①
地
域
座
談
会
（
町
長
と
語
ろ
う
等
）
の
運
営

【
当
取
り
組
み
の
目
的
】

②
区
長
か
ら
申
し
出
の
あ
っ
た
地
域
行
事
へ
の

　
参
加
お
よ
び
住
民
と
の
交
流

③
区
長
を
通
じ
て
申
し
出
の
あ
っ
た
各
種
団
体

　
等
の
話
し
合
い
に
出
席

④
地
域
課
題
の
解
決
策
検
討
、
お
よ
び
各
種

　
企
画
立
案
の
支
援
や
調
整

⑤
派
遣
当
日
、
区
民
と
の
面
談
や
打
ち
合
わ
せ

　
に
同
席
し
、
結
果
を
ま
と
め
る

地
域
派
遣
職
員
の
役
割

○○○

分類 件数 主な話題
定住・仕事 18 仕事・住まいの確保、婚活事業
観光・イベント 17 道の駅、Asahi 自然観、４大まつり
公共物の整備 16 道路、農林道、公民館
地域づくり 16 地域資源の活用、まつりの維持、交付金
農業 13 後継者・若手育成、耕作放棄地、鳥獣被害
学校・教育 11 学校統廃合、奨学金制度
生きがい・健康づくり 10 長寿クラブ、ミズノとの提携
除雪 ９ 除雪隊、交付金、ボランティア
空き家対策 ８ 空き家バンク、空き家解体問題
公共交通 ６ デマンドタクシー、バス
子育て支援 ６ 支援の充実、未満児保育、放課後児童クラブ
介護福祉 ５ 高齢化、福祉施設の受け入れ
防災・消防団 ５ 交通安全、消防団員の減少
ゴミ・環境 ４ ゴミの収集、分別
広報・広聴 ３ 情報発信、ホームページ
町立病院 ３ 待ち時間、福祉施設との連携
町職員 ２ 職員の対応

その他 37

桃色ウサヒ、区有林、ふるさと納税、
山村留学、廃校の利活用、地域お
こし（集落づくり）協力隊、少子高
齢化、方言、表彰規約、選挙  など

　　特集　みんなで行ぐべ！「町長と語ろう」

「
即
回
答
」「
即
対
応
」
を
心
が
け

次
年
度
施
策
（
予
算
）
へ
の
反
映
も

「
信
頼
」で
つ
な
が
る「
協
働
」を
目
指
し
て

～ 

町
職
員
地
域
派
遣
事
業
（
あ
な
た
の
地
域
の
担
当
職
員
）
～

　
各
区
で
行
わ
れ
る「
町
長
と
語
ろ
う
」に
は
、

町
長
と
各
区
担
当
の
「
地
域
派
遣
職
員
」
が

伺
い
ま
す
。
地
域
へ
入
り
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
活
動
す
る
中
で
、
よ
り
信
頼
さ
れ

る
職
員
を
目
指
す
当
取
り
組
み
。
そ
の
目
的

と
具
体
的
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

町
職
員
が
地
域
に
入
る
き
っ
か
け
に

　
「
町
職
員
地
域
派
遣
事
業
」
は
、
そ
の

名
の
通
り
、町
内
全
55
地
区
に
町
職
員
（一

般
行
政
職
）
を
派
遣
す
る
事
業
で
す
。

　
各
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
２
～
３
人
の
担
当

職
員
を
配
置
し
、「
町
長
と
語
ろ
う
」
等

の
地
域
座
談
会
の
運
営
や
、（
区
長
の
申
し

出
に
よ
り
）
地
域
行
事
等
へ
参
加
し
ま
す
。

こ
れ
ら
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
、
区
の
実
情
や
抱
え
る
課
題
な
ど

に
つ
い
て
情
報
収
集
を
行
い
ま
す
。

町
民
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
を
目
指
す

　
今
年
度
よ
り
実
施
す
る
「
第
６
次
朝
日

町
総
合
発
展
計
画
」
で
は
、
ま
ち
の
経
営

方
針
と
し
て
３つの
活
動
テ
ー
マ
の
ひ
とつ
に

「
町
民
と
行
政
の
協
働
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
「
協
働
」
は
「
信
頼
」
関
係
な
く
し
て

は
実
現
し
ま
せ
ん
。
当
事
業
で
派
遣
さ
れ

た
職
員
が
、
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
地
域
の

皆
さ
ん
に
顔
と
名
前
を
覚
え
て
い
た
だ
く

こ
と
が
、
そ
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
で
得
た
情
報
に
関
心
を

持
っ
て
調
べ
た
り
、
地
域
課
題
の
解
決
策

を
考
え
、
実
践
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
ス

キ
ル
や
経
験
値
も
向
上
し
ま
す
。

活
用
さ
れ
て
こ
そ
の
事
業

　
派
遣
職
員
の
業
務
と
し
て
、
座
談
会
の

運
営
は
必
須
業
務
で
す
が
、
地
域
行
事
や

各
種
会
合
へ
の
参
加
等
に
つ
い
て
は
、「
各

区
の
必
要
に
応
じ
て
」
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
当
事
業
を
担
当
す

る
政
策
推
進
課
の
三
浦
浩
一
課
長
は
次
の

よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
地
域
づ
く
り
の
主
体
は
住
民
の
皆
さ

ん
で
あ
り
、
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

地
域
が
『
自
発
的
』
に
行
政
の
機
能
を

活
用
で
き
る
流
れ
を
つ
く
る
た
め
で
す
。

派
遣
職
員
は
一
番
身
近
な
窓
口
と
な
り

ま
す
が
、
そ
の
機
能
を
い
か
に
活
用
す

る
か
は
皆
さ
ん
次
第
。
地
域
差
は
あ
り

ま
す
が
、
近
年
は
集
落
の
ま
つ
り
な
ど

に
職
員
が
参
加
す
る
機
会
が
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。
今
後
も
ぜ
ひ
積
極
的
に

職
員
と
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
何

で
も
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
地
域
も
行
政
も
一
体
と
な
っ
て
、
元

気
な
町
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」。

　
各
地
区
担
当
の「
地
域
派
遣
職
員
」は
、

年
度
は
じ
め
に
区
長
さ
ん
へ
名
簿
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
座
談
会
だ
け
で
は
な

く
、
ぜ
ひ
様
々
な
地
域
活
動
を
お
手
伝
い

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

政策推進課
　三浦 浩一 課長

もっと
「語ろう」！

もっと
「語ろう」！
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５
月
17
日
、
朝
日
中
学
校
の
１

年
生
48
人
が
学
年
行
事
「
朝
日
探

究
の
日
」
と
し
て
、
町
特
産
の
り
ん

ご
に
つ
い
て
学
ぶ
町
歩
き
遠
足
を

行
い
ま
し
た
。

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
「
Ｂ
ａ

ｃ
ｋ 

ｔ
о 

Ａｐ
ｐ
ｌ
ｅ
ｓ
～
り
ん

ご
の
魅
力
を
再
発
見
～
」
を
テ
ー
マ

に
取
り
組
ん
で
い
る
探
究
型
学
習
の

一
環
。
今
年
は
り
ん
ご
栽
培
を
し
な

が
ら
、「
土
」「
水
」「
人
」「
味
」
の

４
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
、
お
い

し
い
り
ん
ご
を
育
む
朝
日
町
の
環
境

や
生
産
者
の
努
力
な
ど
に
つ
い
て
学

び
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
遠
足
で
は
ま
ず
、
県
の
指
導
農
業

士
で
も
あ
る
菅
井
誠
吾
さ
ん
（
沼
向
）

の
り
ん
ご
園
を
訪
問
し
、
町
の
り
ん

ご
栽
培
の
歴
史
や
１
年
の
仕
事
の
流

れ
な
ど
に
つ
い
て
学
習
。
ま
た
農
薬

や
肥
料
の
卸
・
小
売
を
行
う
イ
ノ
チ

オ
東
北
㈱
の
朝
日
営
業
所
で
は
、
り

ん
ご
に
使
う
農
薬
の
使
い
方
な
ど
に

つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
大
隅
遺
跡
や
椹
平
の
棚
田
（
一

本
松
公
園
）
な
ど
町
の
名
所
を
歩
い

て
巡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
自
慢

の
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
阿
部
大は
る
翔と

さ
ん
（
松
程
）
は
、「
生

産
者
の
皆
さ
ん
の
苦
労
を
改
め
て

知
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
町
の
り
ん
ご

を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
そ
の
お
い
し

さ
と
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

町特産りんごの魅力を再発見朝日中学校１年生「朝日探究の日」

▲◀当日の天候はあいにくの
雨模様で、合羽姿の生徒た
ち。訪問先では熱心に話に聞
き入り、メモを取っていた
▼学習のお礼に声をそろえて

「夢の世界を」を合唱

平成 30 年 春の褒章　井澤壽
じゅう

一
い ち

氏が黄
お う

綬
じ ゅ

褒章を受章「空気の日」を世界へ…　空気の大切さを考えるセミナーを実施
■農林振興課 農政係　☎６７－２１１４■総合産業課 交流観光係　☎６７－２１１３

　

今
年
度
の
春
の
叙
勲
お
よ
び

褒
章
の
伝
達
式
が
５
月
15
日
、
農

林
水
産
省
で
行
わ
れ
、
井
澤
壽
一

氏
（
夏
草
）
が
、黄
綬
褒
章
（
※
）

を
受
章
し
ま
し
た
。

　
井
澤
氏
は
り
ん
ご
農
家
と
し
て

50
年
以
上
農
業
に
従
事
し
、
Ｊ
Ａ

さ
が
え
西
村
山
農
業
協
同
組
合
の

嘱
託
指
導
士
ほ
か
、
町
セ
ン
タ
ー

り
ん
ご
組
合
長
な
ど
を
歴
任
。
シ

ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
等
り
ん
ご
中
生
種

の
い
ち
早
い
導
入
や
海
外
輸
出
へ
の

挑
戦
な
ど
、
数
々
の
先
進
的
な
取

り
組
み
を
先
導
し
、
町
り
ん
ご
産

業
の
発
展
お
よ
び
生
産
者
の
所
得

向
上
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
20
年
か
ら
は
朝
日

町
り
ん
ご
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
。

そ
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
活
か

し
、
剪
定
技
術
を
は
じ
め
着
果
や

着
色
技
術
等
の
指
導
を
行
い
、
生

産
者
育
成
に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
章
を
受
け
井
澤
氏

は
、「
身
に
余
る
光
栄
。
こ
れ
ま
で

出
会
い
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
全

て
の
方
と
共
に
い
た
だ
い
た
褒
章

だ
と
感
じ
る
」
と
感
謝
を
述
べ
、「
人

の
た
め
に
尽
く
せ
、
と
い
う
親
の

教
え
と
約
束
を
守
り
、
今
後
も
自

分
の
力
の
限
り
、
人
の
役
に
立
つ

仕
事
を
し
て
い
き
た
い
」
と
喜
び

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
２
日
、
同
日
開
催
の
空
気

ま
つ
り
共
催
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

「
改
め
て
空
気
の
大
切
さ
を
考
え

る
」
と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
Ａ
ｓ

ａ
ｈ
ｉ
自
然
観
で
行
わ
れ
、
町
民

な
ど
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
環
境
問
題
等
に
つ
い
て
研
究
・
保

全
活
動
な
ど
を
行
う
（一社
）
環
境

創
造
研
究
セ
ン
タ
ー
（
名
古
屋
市
）

が
主
催
の
全
国
リ
レ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の

一環
。
６
月
５
日
の
世
界
環
境
デ
ー

に
ち
な
ん
で
「
朝
日
町
空
気
の
日
」

を
制
定
し
て
い
る
当
町
に
白
羽
の

矢
が
立
ち
、実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
名
古
屋
大
学
名

誉
教
授
の
岩
坂
泰や

す

信の
ぶ

氏
を
は
じ
め

３
人
の
有
識
者
が
登
壇
。
空
気
と
人

と
の
関
係
や
地
球
温
暖
化
対
策
等

に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、

鈴
木
浩
幸
町
長
が
当
町
の
「
空
気

の
日
」
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
講

師
陣
か
ら
は
「
空
気
に
感
謝
す
る

と
い
う
町
の
考
え
に
改
め
て
感
銘
を

受
け
た
」
と
の
声
が
上
が
り
、「
空

気
は
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
世
界
中
が
認
識
し
、
き
れ
い
な

空
気
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
」
と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
参
加
し
た
男
性
の

一
人
は
、「
空
気
神
社
は
世
界
か

ら
見
て
も
先
駆
的
な
取
り
組
み
。

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
る
べ
き
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
４
月
よ
り
町
内
３
小

学
校
と
朝
日
中
学
校
で
開
始
し
た

「
朝
日
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル（
※
）」。
そ
の
一
翼
を
担
う「
学

校
運
営
協
議
会
」
の
第
１
回
目
が

５
月
９
日
、
創
遊
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
会
で
は
ま
ず
、
地
域
住
民
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
か
ら
選
ば
れ
た
当
協
議

会
委
員
（
４
校
合
わ
せ
て
32
名
）

に
小
林
道
和
教
育
長
よ
り
任
命
書

を
交
付
。
続
い
て
当
取
り
組
み
の

考
え
方
や
町
が
目
指
す
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
各
学
校
ご
と
に
分
か

れ
、「
今
年
度
の
学
校
経
営
基
本

方
針
の
承
認
」
の
後
、「
今
後
ど

の
よ
う
な
学
校
を
目
指
す
か
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
熟
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
当
協
議
会
で
は
、
今
後
も
年
度

内
に
２
回
の
会
合
を
予
定
。
そ
の

他
、
県
内
先
進
校
へ
の
視
察
を
行

い
、
地
域
に
根
ざ
し
た
よ
り
良
い

学
校
づ
く
り
に
向
け
て
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

（
※
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は

　「
学
校
運
営
協
議
会
」
を
設
置
し
、
地

　
域
と
学
校
の
協
働
に
よ
る
学
習
体
験

　
活
動
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
よ
り
た
く

　
ま
し
く
生
き
る
力
を
持
っ
た
子
ど
も
た

　
ち
を
育
成
す
る
取
り
組
み
。

朝日町コミュニティ・スクール　第１回 学校運営協議会を実施
■教育文化課 学校教育係　☎６７－３３０２

▲黄綬褒章を受章した井澤氏（右）と鈴木町長（左）

▲名古屋大学名誉教授の岩坂氏による講演
▼「朝日町と空気の日」をテーマに行われた意見交換会

▲町内４校 32 名の委員に任命書が交付されました
▼当日行われた熟議の様子

（※）黄綬褒章とは…
　農業・商工業等の業務に精励し、他の模範となる
技術や事績を有する方に贈られる褒章。今回は全国で
171 名、県内では井澤氏を含め５名が受章しています。

　　町政スポット
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町議会6月定例会は

「空気に感謝する議会」

　「朝日町空気の日」にちなみ、町は町議会
6 月定例会を「空気に感謝する議会」として、
様々な取り組みをしています。
　6 月１日から６日にかけて開催された議会定
例会では、１日の本会議の開会前、空気に感
謝する姿勢を示したほか、議員、町執行部と
もに空気神社モニュメントを模

かたど

ったネックスト
ラップを着用。机上には町の木「ブナ」の幼
木を置き、町をあげて「空気に感謝し、自然
環境を大切にするまち」をＰＲしています。

　「空気」や「自然」にちなんだ多くの関連事業を実施。年に
一度、地下にある空気神社の本殿が一般公開されるほか、５
ｍ四方のステンレスでできた神殿上で、きれいな空気とブナ
の緑とともに「みこの舞」が披露されます。今年は晴天に恵まれ、
３日間で約 3,500 人が会場の Asahi 自然観を訪れました。空気まつり（6/２・３・５）

空気の恩恵に感謝

▲▶これを目当てに多くの人が足
を運ぶまつりのメインイベント「み
この舞」。６月３日は大沼雅楽保存
会の演奏に合わせて実施された。
今年は宮宿小（和合地区）の４～
６年生の女子児童５人が、鏡状の
神殿の上で優美な舞を奉納した

◀▲各種イベントも大盛況。
①木登りツリーイング体験 ②お茶
会（照園会） ③バルーンアートの
プレゼント ④チェーンソーアート

▶空気が縁で空気まつりを訪れ、
神社周辺の環境整備を支援する

「ダイキン工業株式会社（大阪府）」。
今年も特別ブースで展示会を開催

▲開会に先立ち、議員および町執行部全員で「町のきれいな空気に感謝」。空気
神社の参拝方法に習い、両手を広げて天をあおぎ、大きく深呼吸をした

▲卓上のブナの幼木は、議会終了後にブナの森散
策会でまちおこしを行う高田区へ寄贈される

空気の日空気の日
6月5日は 朝日町6月5日は 朝日町 　「空気の恩恵を人間は忘れている。

世界に先駆けて、わが町に空気神社
を造ろう」――。
　故白川千代雄氏（松程）が提唱し
たのは、昭和 48 年のことでした。
その後、自然崇敬の高まりを願い、
昭和 63 年に「空気神社建立奉賛会（故
菅井敏夫会長）」が創設。平成２年、
世界に類例のない環境モニュメント

「空気神社」が白倉に完成しました。
　町は平成４年３月、世界環境デー
の６月５日を条例で「朝日町空気の
日」に制定。「空気まつり」や各種取
り組みを通じて、空気の大切さをよ
びかけるとともに、自然豊かな町を
広く発信しています。

1

2

3

4
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６年女子 １位 記録 ２位 ３位
100 ｍ 峯田結羽 ( 宮 ) 15 秒５ 小松萌姫 ( 西 ) 設楽みらい ( 宮 )
70 ｍＨ 小松萌姫 ( 西 ) 13 秒３ 峯田結羽 ( 宮 ) 設楽みらい ( 宮 )
800 ｍ 峯田結羽 ( 宮 ) ２分 51秒０ 成原結愛 ( 宮 ) 大竹　紬 ( 宮 )
走幅跳 設楽みらい ( 宮 ) ３m19cm 熊谷帆香 ( 宮 ) 三橋綾菜 ( 宮 )
走高跳 小松萌姫(西)安藤瑠七（宮） １m08cm 小嶋愛桜 ( 大 )

400 ｍリレー １位 記録 ２位 ３位
男子 宮宿Ａ １分１秒（大会新）大谷Ａ 宮宿Ｂ

（宮宿Ａチーム選手　堀 龍空・鈴木蓮音・ 佐藤翔太・ 滝川 壯）
女子 宮宿Ａ １分３秒３ 宮宿Ｂ 大谷Ａ

（宮宿Ａチーム選手　設楽みらい・三橋綾菜・ 成原結愛・峯田結羽）

６年男子 １位 記録 ２位 ３位
100 ｍ 堀　龍空 ( 宮 ) 14 秒８ 鈴木明空 ( 大 ) 滝川　壯 ( 宮 )
70 ｍＨ 鈴木明空 ( 大 ) 12 秒１ 海藤　珀 ( 西 ) 滝川　壯 ( 宮 )
1000 ｍ 堀　龍空 ( 宮 ) ３分 19 秒５ 佐藤涼介 ( 大 ) 海藤　珀 ( 西 )
走幅跳 鈴木明空 ( 大 ) ３m90cm 岸　夏輝 ( 大 ) 佐直聖那 ( 宮 )
走高跳 滝川　壯 ( 宮 ) １m21cm 長岡大聖 ( 西 ) 白田皓聖 ( 大 )

５年女子 １位 記録 ２位 ３位
100 ｍ 布施美羽 ( 宮 ) 16 秒５ 阿部ひゆり ( 宮 ) 伊藤麗来 ( 宮 )
70 ｍＨ 海野結菜 ( 宮 ) 14 秒７ 鈴木丹香 ( 宮 ) 相座麻衣 ( 宮 )
800 ｍ 布施美羽 ( 宮 ) ３分６秒１ 伊藤麗来 ( 宮 ) 佐久間陽菜乃( 大 )
走幅跳 阿部ひゆり ( 宮 ) ２m96cm 長岡柚希 ( 西 ) 佐藤結菜 ( 宮 )
走高跳 野村史佳 ( 宮 ) １ｍ00cm 白田夏希 ( 大 ) 海野結菜 ( 宮 )

５年男子 １位 記録 ２位 ３位
100ｍ 鈴木蓮音 ( 宮 ) 15 秒８ 近藤碧唯 ( 宮 ) 佐藤隼磨 ( 宮 )
70ｍＨ 鈴木蓮音 ( 宮 ) 13 秒５ 近藤碧唯 ( 宮 ) 長岡　翼 ( 大 )
1000ｍ 近藤碧唯 ( 宮 ) ３分 55 秒４ 阿部佑音 ( 宮 ) 白田　玄 ( 大 )
走幅跳 鈴木蓮音 ( 宮 ) ３ｍ19cm 長岡珠璃 ( 大 ) 渡邉冴輝 ( 宮 )
走高跳 長岡　翼 ( 大 ) １ｍ11cm 海野我空 ( 宮 ) 細谷叶汰 ( 宮 )

町小学校陸上競技記録会
小学５・6 年生が自己ベストに挑み奮闘 　西五百川小グラウンドを会場に、町内 3 小

学校の 5・6 年生106 人が出場。必須種目の
100ｍ走と70ｍハードルのほか、走り幅跳び、
走り高跳び、持久走（男子…1000ｍ、女子…
800ｍ）の３種目の中から各自1種目にエント
リーし、自己ベストを目指して奮闘しました。
　当日は好天に恵まれ、男子 400ｍリレーで
は３年ぶりに大会新記録が更新されました。記
録更新を果たした宮宿男子Ａチームには、特
別なメダルが贈られました。

▲イベントを主催する地域の皆さん
▶花畑では津軽三味線の演奏も

▲全団員が一堂に会し、今年１年の活躍を誓った

　今年度の西村山中学校駅伝競走大会が５月 11日、町秋葉山
周辺で行われ、朝日中男子チーム（メンバー：鈴木勝太、鈴木
一麻、佐竹柊、渡辺悠月、白田隆太朗、阿部奨悟 / 全員３年）
が第３位で見事県大会出場を決め、女子チームも第４位と健闘
しました。大会は男子６区間 18.6 キロ、女子５区間 12.4 キロ
をタスキでつなぐコースで、西村山地区の中学校７校が出場。
県大会は９月８日、山形県総合運動公園周回コースで行われ
ます。ぜひご声援ください。

　5 月 13 日、水本地内で「菜の花観写祭」が開催され、町内
外から約 80 人が参加しました。地域住民等で組織する水本菜
の花協議会（岡﨑吉博会長）主催。耕作放棄地の有効活用と
まちおこしを目的に栽培する菜の花が見頃の時期に開催され
ているもので、今年で 10 回目となります。イベントでは高橋
兄弟（長井市）による津軽三味線が披露され、来場者を歓迎。
昼食会として、ワラビたっぷりの山菜汁が振る舞われました。
参加者は満開の菜の花畑で存分に撮影会を楽しんでいました。

　町特産のりんごのＰＲを目的に、樹１本に 1口 5 万円でオー
ナーを募集する「りんごの樹オーナー制」。その開園式と摘花
作業が５月13 日、秋葉山交遊館および各園地で行われ、オー
ナーとその家族等約 250 人が参加しました。23 年目を迎える
今年は 64 口の申し込みがあり、うち新規が５口。開園式では
1年間作業をする樹を決定し、園主との顔合わせの後、昼食会
として山菜汁が振る舞われました。式の後はそれぞれの園地へ
移動し、花摘み作業にさわやかな汗を流しました。

　５月 21 日、町スポーツ少年団結団式および交歓交流会が町
民体育館を会場に行われました。
　今年度の町スポーツ少年団員は８団体 94 人。全団員が一堂
に会した結団式では、団員代表の菅井遥斗さん（自然観スキー
スポーツ少年団／宿）が今年１年の健康と活躍を宣誓。結団
式の後は交歓交流会として、全団体対抗の長縄跳び大会が開
催されました。子どもたちは、仲間と息を合わせて縄を跳び、
絆と交流を深めていました。

５
11

５
13

５
15

５
13

５
21

朝日中男子チームが３位で県大会出場決める

住民有志で育てた菜の花畑でおもてなし

一つひとつ丁寧に、摘花作業に汗

今年１年の心身の健康と活躍を誓う

西村山中学校駅伝競走大会

水本「菜の花観写祭 10」

りんごの樹オーナー制開園式

町スポーツ少年団結団式
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▲▶今年は全取り組みを「本土俵」
で実施。下学年も女子児童も全員が
本土俵で全力の取り組みを見せた
▼優勝旗を手に誇らし気な両軍横綱

▶開会式であいさつ
したミズノ㈱仙台営
業所の吉田所長
◀ミズノ特製、ウサヒ専
用スポーツウェアは朝日
町らしい赤白デザイン

▲勇ましい「弓取り」の披露

▶町ＰＲキャラクター桃色ウ
サヒと一緒に、盛り上がり
も最高潮の町民サポーター

▲◀遠藤さんから説明を受け、
丁寧に花を植える子どもたち

▲学校生活を共にし、交流を深めた
▶当町に訪れたモンゴルの皆さん

▲大にぎわいの昼食会

◀棚田の景観を守る保全活動

　町で唯一すもう大会を開催している西五百川
小学校。60 年以上続く伝統のすもう大会が６
月２日、同校庭に備え付けの土俵で行われ、児
童たちが白熱の戦いを繰り広げました。
　地域の皆さんと先生方の指導のもと、毎日の
ように練習を繰り返してきた子どもたち。本番
の取り組みは 1・2・３年生の下学年、4・5・
6 年生の上学年ごとに「一本勝負」と「3 人勝
ち抜き戦」が行われました。全児童が東軍西軍
に分かれ、勝ち星の数で勝負。相手に負けまい
と互いに歯を食いしばり、複数の取り組みで仕
切り直しが行われるなど大接戦。観客の応援に
も力が入ります。
　そして取り組みの大一番は、上学年男子幕内、
三役同士の一本勝負。取られたら取り返す、両
者譲らぬ熱戦を繰り広げ、結果はなんと、勝ち
星同数の東西両軍優勝となりました。
　最後に優勝旗を手にした両横綱が勝ちどきを
あげると、児童たちは互いの健闘を笑顔でたた
えあい、喜びの声をあげていました。

　６月３日、Asahi 自然観グラウンド・ゴルフ
場を会場に町民グラウンド・ゴルフ大会（春の陣）
が行われ、町内から約 80 人が参加しました。
　町グラウンド・ゴルフ協会（佐竹庄吉会長）
主催で年２回（春・秋）実施しており、今回で
51 回目。また、今回は総合的なまちづくりで提
携を結ぶミズノ株式会社と協力し、初の「ミズ
ノ杯」として開催しました。
　大会にはミズノ㈱仙台営業所の吉田誠所長が
駆けつけ、集まった選手の皆さんを激励。開会式
に同社特製のスポーツウェアに身を包んだ町ＰＲ
キャラクター桃色ウサヒが登場したほか、ホール
インワンゲームで同社の新製品（クラブとボール）
を使用するなど、ユニークな大会となりました。
また、競技にもミズノ㈱仙台営業所より２人が参
加。町民とともに汗を流し、交流を深めました。
　吉田所長は「今後も町の様々なスポーツイベン
ト等で協力し、地域の活性化や皆さんの健康づく
りのお手伝いをしていきたい」と語っていました。

６
２

６
３

真剣勝負！白熱の取り組み

「ミズノ杯」としてミズノ㈱が協力

西五百川小すもう大会

町民グラウンド・ゴルフ大会

　５月 23 日、あさひ保育園で年長組 40 人によるガーデニング
作業が行われました。園を花でいっぱいにしようと毎年行って
いるもので、今年は、今の自然を次世代に伝えようと地域の環
境美化活動を推進している「花と緑・環境の会（遠藤かつゑ代
表 / 長井市）」と協力して実施。地球に優しい有機肥料で土づく
りをした花壇に、様々な花の苗を植えました。
　同会では他にも、朝日町役場西側花壇と Asahi 自然観道路脇
の花壇を整備。花であふれる美しいまちづくりに貢献しています。

　５月26日から30日にかけて、モンゴルで日本語を学ぶ12 歳
から17 歳までの４人の学生の皆さんが当町を訪れ、朝日中学校
の生徒等と交流を深めました。日本とモンゴルの子どもたちとの
交流事業を行う「ホランの会（東京都）」が企画。朝日中では昨年
に引き続き２回目の受け入れとなります。モンゴルの子どもたち
は期間中町内の民家にホームステイし、うち３日間、同中学校へ体
験入学。生徒たちと英語と日本語を交えながらコミュニケーショ
ンを取り、それぞれの文化の違いを学び合っていました。

　通常の半額で観戦できる「市町村応援デー」。朝日町民応援デー
に指定されたモンテディオ山形のホームゲーム、ツエーゲン金
沢戦が 5 月 27 日、ＮＤスタジアム山形で行われました。
　キックオフに先立ち、川口副町長が選手に町特産のワインを
贈り激励。桃色ウサヒがモンテディオ山形のマスコット「ディー
オ」と町のＰＲを行いました。晴天に恵まれ、試合は両者譲ら
ぬ白熱した展開。結果は２－１で見事モンテディオ山形が逆転
勝利をおさめ、町民サポーターも皆大満足の 1日となりました。

　6 月２日、椹平の棚田で空気まつり協賛事業「ヒメサユリまつ
り」と椹平棚田保全会（志藤寛一会長）の美化活動が行われま
した。棚田の景観を守る保全会の活動は今年で 13 回目。区民と
町内外の保全会員約 50 人が一本松公園と第２展望台の草刈り
を実施しました。その後開催されたヒメサユリまつりには、一般
の方を含めて約 120 人が来場。昼食に棚田ママの会の皆さんが
調理したおにぎりや笹巻き、山菜汁や手作りの漬け物などが振
る舞われ、参加者は美しい里山の景色とともに味わっていました。

５
23

５
27

６
２

「花と緑・環境の会」が環境美化活動で協力

日本語を学ぶ学生が町にホームステイ

両者譲らぬ試合展開に町民サポーターも興奮

町の名所「椹平の棚田」の景観を守り楽しむ

あさひ保育園で花壇づくり

モンゴルから日本語学習生が来町

モンテディオ山形 町民応援デー

ヒメサユリまつり

５ 26
〜30
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「
菩
薩
花
」　　
　
今
村　
翔
吾　
著

　
ぼ
ろ
鳶
組
松
永
源
吾
は
、
他
の
火
消
か

ら
手
柄
を
奪
お
う
と
闘
う
仁
正
寺
藩
火
消

柊
与
市
の
姿
を
目
に
す
る
。
そ
ん
な
折
、

火
消
に
よ
る
付
け
火
を
疑
う
読
売
書
き
が

姿
を
消
し
た
。
真
相
を
追
う
源
吾
た
ち
の

前
に
現
れ
た
の
は
、定
火
消
進
藤
内
記
だ
っ

た
。
新
庄
藩
の
火
消
組
を
モ
デ
ル
に
し
た

「
羽
州
ぼ
ろ
鳶
組
」
シ
リ
ー
ズ
第
５
巻
。

「
や
く
そ
く
の
「
大
地
踏
」

ー
山
形
県
黒
川
能
の
王
祇
祭
ー
」

つ
ち
だ　
よ
し
は
る　
作

　
こ
う
太
は
運
動
が
苦
手
な
男
の
子
。
そ

ん
な
こ
う
太
が
、
２
月
の
王
祇
祭
で
「
大

地
踏
」
を
舞
う
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
亡
く
な
っ
た
お
父
さ
ん
の
希
望
で

…
。
黒
川
の
守
護
神
春
日
神
社
で
行
わ
れ

る
王
祇
祭
で
子
ど
も
が
演
じ
る
「
大
地
踏
」

を
描
い
た
絵
本
。
著
者
は
鶴
岡
市
出
身
。

【
そ
の
他
の
新
刊
】

▼
あ
の
夏
、
二
人
の
ル
カ
／
誉
田
哲
也

▼
あ
や
か
し
草
紙
／
宮
部
み
ゆ
き　
▼
砂

の
家
／
堂
場
瞬
一　
▼
つ
な
が
り
の
蔵
／

椰
月
美
智
子　
▼
紅
の
ア
ン
デ
ッ
ド
／
川

瀬
七
緒　
▼
バ
ル
ス
／
楡
周
平　
▼
傍

流
の
記
者
／
本
城
雅
人　
▼
発
達
障
害

を
生
き
る
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班

▼
遅
刻
し
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う 

上
・

下
／
ト
ー
マ
ス
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン　
▼
カ

ラ
ヴ
ァ
ル
／
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・
ガ
ー
バ
ー

▼
緑
の
扉
は
夢
の
入
口
／
ケ
ル
ス
テ
ィ
ン
・

ギ
ア　
▼
空
飛
ぶ
タ
イ
ヤ
／
池
井
戸
潤

▼
日
の
出
／
佐
川
光
晴　
▼
認
知
症
を

堂
々
と
生
き
る
／
宮
本
礼
子　
▼
玉
村
警

部
補
の
巡
礼
／
海
堂
尊　
▼
図
解
で
わ
か

る
14
歳
か
ら
の
天
皇
と
皇
室
入
門
／
山
折

哲
雄　
▼
鴨
川
食
堂
は
ん
な
り　
▼
鴨
川

食
堂
お
ま
か
せ　
▼
鴨
川
食
堂
い
つ
も
の

／
柏
井
壽　
▼
ひ
と
り 

句
集
／
瀬
戸
内

寂
聴　
▼
瑕
疵
借
り
／
松
岡
圭
祐　
▼

カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
／
今
野
敏　
▼
赤
銅(

あ

か
が
ね)

の
魔
女
／
乾
石
智
子　
ほ
か

町
立
図
書
館
新
刊
案
内

【ブックテーマコーナー】
「育てて楽しもう！！ハーブ＆家庭菜園」

　
は
じ
め
ま
し
て
。
今
年
４
月
よ
り

「
に
ぎ
わ
い
創
出
推
進
員
」
と
し
て

着
任
し
ま
し
た
鈴
木
貴
成
で
す
。
出

身
は
天
童
市
で
す
。
今
回
は
自
己
紹

介
を
兼
ね
て
、
私
の
普
段
の
活
動
に

つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
町
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド

品
の
育
成
と
し
て
、
水
本
地
区
の
牧

場
で
「
あ
っ
ぷ
る
ニ
ュ
ー
豚
」
を
飼

育
し
て
い
ま
す
。
あ
っ
ぷ
る
ニ
ュ
ー

豚
は
町
特
産
の
り
ん
ご
と
自
家
製
乳

酸
醗
酵
飼
料
を
与
え
て
育
て
た
、
全

国
で
も
珍
し
い
放
牧
豚
で
す
。
こ
の

豚
の
特
徴
は
、
脂
身
が
さ
っ
ぱ
り
と

し
て
飽
き
の
こ
な
い
肉
質
。
私
も
実

際
に
食
べ
て
み
て
、
そ
の
美
味
し
さ

に
感
動
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
に
ぎ
わ
い
を
生
む
観
光

資
源
の
発
掘
と
し
て
、
里
山
の
再
生

を
進
め
ま
す
。
り
ん
ご
温
泉
お
よ
び

朝
日
中
学
校
の
裏
山
に
遊
歩
道
等
を

整
備
し
、
子
ど
も
た
ち
が
山
の
楽
し

さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
他
に
は
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
や
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
５

月
は
水
本
菜
の
花
観
写
祭
、
６
月
の

空
気
ま
つ
り
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

空
気
ま
つ
り
で
は
、
あ
っ
ぷ
る

ニ
ュ
ー
豚
の
精
肉
と
ウ
イ
ン
ナ
ー
の
試

食
・
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
と
て
も

好
評
で
、
ほ
ぼ
完
売
と
嬉
し
い
結
果

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
町
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
お
手
伝
い
し
な
が
ら
、
特
産

品
等
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
ま
す
。
見

か
け
た
際
に
は
、
気
軽
に
声
を
か
け

て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「町のにぎわいをつくる仕事」
朝日町にぎわい創出推進員　鈴 木 貴

た か

 成
の り

（天童市出身）

飼育している「あっぷるニュー豚」と
鈴木隊員（水本地内）

　「きっかけは友人がくれたドングリ
のちりめん細工でした。ちょうど早
期退職して手が空いていた頃で、自
分でも作れるかもと、見よう見まね
で挑戦してみたんです」。元々洋裁な
ど縫い物が好きだったという若月さ
ん。約18年前から独学で作品づく
りをはじめたといいます。
　「まずはボタンや手まりのような小
さなものからね」。かごや瓶にぎっし

り詰まったそれらの初期作品を手に
取り、愛おしそうに見つめる若月さん。
　「実は大きいものを作るのは苦手
で、こういう小さいものをたくさん
作るのが好きです。ひとつのモチー
フが浮かぶと、同じデザインで何個
も作るの。布の柄や色でそれぞれ表
情が違って、かわいいでしょう」。小
鳥や金魚、お雛様やこいのぼり――。
色鮮やかな金

きん
紗
しゃ
ちりめんや、絹など

の古布を組み合わせて作られ、手仕
事のあたたかさと愛らしさを感じる
若月さんのちりめん細工は、多くの
人を魅了します。
　また、作品を見ていると随所にド
ングリや松ぼっくりなどの木の実や草
花、流木や昔の古道具などの木材が
使われているのに気付きます。「町の
環境もあるんでしょうけれど、自然の
ものがやはり好きです。山や川に行く
と宝の山のようで、色々材料を集め
ちゃう。この木はアレに似てるな…と
か、この実を飾り付けたら素敵になり

そう…とか、眺めていると様々なアイ
ディアが湧いてきます」
　この度の展示会は、2012年に創
遊館で開催して以来。自分のペース
で作り続けてきた作品たちは今や数
えきれないほどで、若月さん本人も
「普段は自宅に並べているものの、改
めてこんなに作ったのかとビックリ
です」と笑います。「今回は星の会さ
んにお声をかけていただき、古民家
の和室という素敵な会場で開くこと
ができました。飾り付けを考えるの
も楽しくて、そして本当にたくさん
の方がご覧になって褒めてくださっ
て、私は幸せ者ですね」
　作品づくりを通じて町内外に多くの
友人ができたという若月さん。長年
作品づくりを続けてこられたのも「人
に恵まれたから」だと語り、「これか
らも素敵な出会いに感謝しながら、そ
して自分自身が楽しみながら、大好き
なちりめん細工を続けていきたい」と
笑顔で話していました。

　「かわいい」「細かくてすごくきれい…」
古民家の和室に飾り付けられたちりめん
細工に、皆さんうっとり見とれています。
　５月 19 日から 26 日にかけて、宿の
やかた（前田沢）で行われた「ちりめ
ん細工作品展」。会場いっぱいに並ぶ
作品の数々は、なんとすべてお１人の
方が手掛けたものです。制作をはじめ
た経緯や作品づくりのこだわりなどに
ついて、作者の若月ミチ子さんにお話
しを伺いました。

若月 ミチ子さん（前田沢）

繊細で愛らしい手づくりの「ちりめん細工」

町地域おこし協力隊と桃色ウサヒの「中の人」こと、
佐藤恒平まちづくり総合アドバイザーによる連載コー
ナー。日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。
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湿
度
が
高
い
梅
雨
の
時
期
、
皆

さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
熱
中
症
も
増
え
る
季
節
で
す

の
で
、
水
分
補
給
や
暑
さ
対
策
を

し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
女
性

の
健
康
相
談
」
で
す
。
今
年
度
か

ら「
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

と
し
て
、
役
場
に
助
産
師
さ
ん
が

着
任
し
ま
し
た
。
母
子
保
健
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
妊
娠
中
か
ら

出
産
・
子
育
て
期
ま
で
、
特
に
女

性
の
悩
み
に
寄
り
添
い
、
切
れ
目

の
な
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　
「
妊
娠
中
に
気
を
付
け
る
べ
き

こ
と
は
？
」「
母
乳
が
出
づ
ら
い

か
も
…
」
な
ど
、
心
配
ご
と
や
育

児
の
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、「
病
院
を
受
診
し
た
方
が
良

い
の
か
な
？
」、「
子
ど
も
に
気
に

な
る
症
状
が
あ
る
」
な
ど
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
女
性
の
健
康
相
談
は
、
お
子
さ

ん
の
身
体
測
定
日
な
ど
に
合
わ
せ

て
毎
月
２
回
（
左
記
参
照
）
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
「
他
の
人
に
聞

か
れ
た
く
な
い
」と
い
う
場
合
は
、

個
別
面
談
や
訪
問
も
行
い
ま
す
の

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
妊

娠
・
出
産
だ
け
で
は
な
く
、
ホ
ル

モ
ン
と
と
も
に
、
心
身
に
様
々
な

変
化
が
訪
れ
る
も
の
で
す
。
１
人

で
抱
え
込
ま
ず
に
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
ね
。

今
年
度
の
「
女
性
の
健
康
相
談
」

◆
開
催
日
（
全
日
程
金
曜
日
）

　
６
月
15
日
、
７
月
６
日・20
日
、

　
８
月
３・17
日
、９
月
７・21
日
、

　
10
月
５・19
日
、11
月
２・16
日
、

　
12
月
７・21
日
、１
月
11・18
日
、

　
２
月
１・15
日
、３
月
１・15
日
、

◆
時
間

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

◆
場
所

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
さ
ひ

　
（
あ
さ
ひ
保
育
園
隣
接
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
係

　
☎
67-

２
１
１
６

掲載を希望しない場合は
届け出の際にお申し付けください

　子どもたちが道路を横断する際の安全のため、今年
３月より利用を開始した放課後児童クラブ「りんごっ
こ」新施設およびあさひ保育園前の道路に、横断指導
線を整備しました。運転者の皆さまは、子どもたちが
横断中の際は停車するなどの配慮をお願いいたします。

▶問合せ先　総務課 防災係　☎６７- ２１１１

子どもたちの安全と安心のため

横断指導線を整備しました

　磐梯朝日国立公園の中枢をなす朝日連峰の主峰、大朝日岳（標高1871ｍ）
の山頂は朝日町の領域であり、町名の由来にもなっています。古代には山
岳信仰の対象として修験者が入山したとされ、山頂付近には桃山時代に上
杉家の直江兼続が開削したとされる朝日軍道が通っていました。
　その雄大な姿と、登る途中のブナ原生林や多様な高山植物に見られる豊
かな自然から「日本百名山」にも選ばれ、毎年多くの登山者が訪れます。

大朝日岳第 12 回

　朝日連峰の山開きは、例年６月の第３日曜日に、鳥原山
東側の鳥原小屋付近にある「朝日岳神社」の例祭に併せて
行われるんだ。関係する市町の担当者や山岳会の会員、一
般登山者も一緒に、山の安全を祈願するんだって。
　今年は６月17 日に行われる予定で、鳥原山山頂まで足
を伸ばせば、残雪の大朝日岳を目前に見ることができるよ。

案内人の
つぶやき

【DATA】宮宿から県道白滝・宮宿線に入り、白滝から林道・登山道を登る。
朝日鉱泉や古寺鉱泉からの登山道もあるが、いずれも本格的な登山コース

【おすすめの季節】６月中旬から降雪前の 10 月
下旬まで。緑の夏はもちろん、秋の紅葉も美しい

母子保健コーディネーターに
ご相談ください

子育てや女性特有の体の悩み

今月の担当 … 須藤 百子  保健師

▲相談会の様子。町の保健師と
助産師がお悩みを伺います

【 平成 30 年度 第３回 】

（302）

●平成３０年　５月３１日 現在

（※外国人を含む）

　人　口 ６，９６７ 人 (－30)
　　　男 ３，４４９ 人 (－11)

　　女 ３，５１８ 人 (－19)
　世帯数 ２，４３２ 世帯 (－12)

※（　）内は先月比

人口と世帯数Population

------ ５月中の異動 -----
出生
死亡

１人
21人

転入
転出

13人
22人

大谷一
西船渡
立　木
大暮山
大　隅
送　橋
大谷四
常　盤
四ノ沢
大谷一
緑　町
松　原
前田沢
大谷一

佐　竹　か　つ
鈴　木　幹　雄
阿　部　和　子
長　岡　良　一
菅　井　信太郎
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第 47 回 町消防操法審査会
　町消防団の操法技術と統制力を競う「朝日町
消防操法審査会」が、５月27日、創遊館駐車
場を主会場に開催されました。
　団員の士気向上や有事即応の体制確立を目的
に２年に１回開催されるもので、今回で47回目。
自動車ポンプと小型ポンプの各操法、そして小
隊訓練に12部が出場し、各団員が早朝から繰り
返してきた日頃の訓練成果を披露しました。
　審査および表彰結果は下記のとおりです。操法の部優勝第２分団第２部と、準優勝第２分団第４部

【
操
法
の
部
】

▼
優
勝　
第
２
分
団
第
２
部
（
松
程
・
大

　
船
木
・
今
平
）　
小
型
ポ
ン
プ

▼
準
優
勝　
第
２
分
団
第
４
部
（
常
盤
・

　
夏
草
・
長
沼
）　
小
型
ポ
ン
プ

【
格
付
表
彰
】

▼
金
賞
（
紫
）

　
第
２
分
団
第
２
部　
小
型
ポ
ン
プ

▼
銀
賞
（
赤
）

　

�

第
１
分
団
第
５
部
（
大
滝
・
宇
津
野
・

松
原
・
杉
山
）
小
型
ポ
ン
プ
、 

第
１
分

団
第
２
部
（
前
田
沢
・
新
宿
・
四
ノ
沢
・

緑
町
）
小
型
ポ
ン
プ
、 

第
２
分
団
第
３

部
（
西
船
渡
・
八
ツ
沼
・
能
中
・
高
田
）

小
型
ポ
ン
プ
、 

第
１
分
団
第
３
部
（
小

原
・
宿
・
沼
向
・
大
隅
・
平
）
小
型
ポ

ン
プ
、 

第
２
分
団
第
４
部 

小
型
ポ
ン

プ
、
第
１
分
団
第
１
部
（
本
町・西
町・

栄
町
・
大
町
・
元
町
・
西
原
・
助
ノ
巻
・

雪
谷
）
小
型
ポ
ン
プ
、 

第
１
分
団
第
３

部
（
小
原
・
宿
・
沼
向
・
大
隅
・
平
）

ポ
ン
プ
車
、第
１
分
団
第
１
部
（
本
町・

西
町
・
栄
町
・
大
町
・
元
町
・
西
原
・

助
ノ
巻
・
雪
谷
）
ポ
ン
プ
車

▼
銅
賞
（
緑
）

　
第
２
分
団
第
４
部　
ポ
ン
プ
車

【
小
隊
訓
練
の
部
】

▼�

優
勝　
第
３
分
団
第
１
部
・
第
２
部
合
同

チ
ー
ム
（
大
谷一～
七
、
大
暮
山
・
大
沼
）

▼�

準
優
勝　
第
１
分
団
第
３
部
（
小
原
・

宿
・
沼
向
・
大
隅
・
平
）

広
報
あ
さ
ひ
ま
ち
　
第
739号

平
成
30
年
6
月
15
日
発
行

　
今
年
で
開
催
14
年
目
と
な
る
「
町
長
と

語
ろ
う
」。
毎
年
「
す
べ
て
の
集
落
に
足

を
運
び
た
い
」
と
い
う
鈴
木
町
長
の
強
い

思
い
か
ら
、
町
内
55
区
全
地
域
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
両
者
の
予
定
を
調
整
し
な
が
ら
実
施
し

て
い
る
た
め
期
日
を
過
ぎ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
今
年
も
10
月
中
旬
ま
で
を
目
標

に
、
全
座
談
会
を
終
了
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
短
い
期
間
で
す
が
、
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
確
実
に
次
年
度

予
算
へ
反
映
さ
せ
る
た
め
で
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
（
？
）

「
町
職
員
地
域
派
遣
事
業
」
に
つ
い
て
も

ご
紹
介
し
ま
し
た
。
当
座
談
会
で
町
長
に

随
行
し
て
い
る
の
が
、
あ
な
た
の
地
区
の

担
当
職
員
で
す
。
近
年
は
あ
え
て
「
当
職

員
が
居
住
す
る
地
区
以
外
」
に
配
置
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
顔
と

名
前
を
覚
え
て
い
た
だ
き
、
気
軽
に
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
「
話

し
や
す
い
」「
聞
き
や
す
い
」
職
員
が
増

え
る
ほ
ど
地
域
と
行
政
間
の
風
通
し
が
良

く
な
り
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
村
山　
彩

風通しの良い
町政運営を目指して

春夏秋冬


